
今
回
も
引
き
続
き
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
所
蔵
の
『
官
医
家
譜
」
（
請

求
番
号
二
○
六
五
’
六
）
を
中
心
に
鍼
科
医
員
の
佐
田
本
家
・
分
家
・
増

田
家
・
山
崎
家
の
四
系
譜
を
紹
介
す
る
。

翻
刻
に
際
し
て
、
常
用
漢
字
に
直
し
た
が
、
次
に
掲
げ
た
変
体
仮
名

は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

江
ｌ
へ
、
而
’
て
、
者
ｌ
は
、
茂
Ｉ
も
、
与
Ｉ
と
、
方
ｌ
よ
り

け
つ
じ

ま
た
、
史
料
中
に
尊
敬
の
意
味
を
も
っ
た
マ
ス
明
け
（
閾
字
）
、
文
章

へ
い
し
ゆ
つ

か
↑
い

の
途
中
か
ら
文
頭
に
改
行
す
る
平
出
や
他
の
行
頭
よ
り
飛
び
出
る
樫

と
』
つ頭

は
マ
ス
明
け
し
て
そ
の
行
間
に
（
）
し
て
注
を
付
し
た
。

文
中
の
（
）
は
筆
者
が
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
全
二
十
二

冊
、
続
群
書
類
従
完
成
会
。
以
後
『
諸
家
譜
」
と
略
す
）
・
「
徳
川
諸
家
系
譜
」

第
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）
等
で
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
系
譜
以
外
の
事
跡
は
拙
槁
「
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と
盲
人

の
鍼
科
登
用
に
関
す
る
研
究
」
（
長
尾
榮
一
教
授
退
官
記
念
論
文
集
『
鍼
灸

按
摩
史
論
考
』
、
一
～
一
四
六
頁
、
桜
雲
会
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た

い
○

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
八
）

ｌ
鍼
科
医
員
佐
田
・
増
田
・
山
崎
家
『
官
医
家
譜
」
な
ど
Ｉ

香
取
俊
光

最
初
に
紹
介
す
る
「
佐
田
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
十
四
に
分
家
．

本
家
の
順
で
所
収
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
従
っ
て
分
家
よ
り
紹

介
す
る
。
家
系
を
知
る
に
は
本
家
よ
り
見
ら
れ
た
い
。

本
系
譜
を
『
諸
家
譜
」
第
二
十
（
三
九
～
四
○
頁
）
と
比
較
す
る
と
、

経
歴
は
や
や
詳
し
く
、
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
は
な
い
。

（
１
）

佐
田
分
家
は
、
初
代
定
之
が
尾
張
光
友
の
侍
医
か
ら
幕
府
の
鍼
医
と
い

う
経
緯
で
登
用
さ
れ
、
子
孫
は
明
治
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。

院
殿
（
徳
川
家
綱
）
江
初
見
同
十
二
日
方
針
治
を
進
む
御
直
二
後
扇
子
時

始
尾
張
大
納
言
（
光
友
）
殿
二
仕
延
宝
七
年
十
一
月
十
一
日
厳
有

伊
勢
国
司
従
二
位
大
納
言
教
具
男
丹
後
守
定
具
四
代
之
孫

実
拓
植
次
郎
左
衛
門
政
直
次
男
（
養
子
、
母
佐
田
氏
女
）

（
四
郎
左
衛
門
法
眼
）
玉
縁
養
心
軒

源
姓

常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
御
代

佐
田家

紋
蕊
｛
溌

高
二
百
俵

（
新
助
玉
縁
佐
田
玉
川
定
重
が
長
男
）

（
某
）

（
針
術
を
も
っ
て
尾
張
大
納
言
光
友
卿
に
仕
ふ
）

定
之

（
さ
だ
ゆ
き
）

言
上
，
フ
ー
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ｌ
（
某
）

ま
さ
か
た

Ｉ
（
正
方
）

ま
さ
ふ
さ

Ｉ
（
政
房
）

ｌ
道
故

（
元
禄
八
年
七
月
二
十
四
日
は
じ
め
て
徳
川
綱
吉
に
ま
み
え
た
て
ま
つ

る
）
元
禄
十
年
七
月
十
一
日
家
督
小
普
請
同
十
三
年
二
月
廿
八
日
奥

医
師
（
宝
永
六
年
綱
吉
莞
御
に
よ
り
寄
合
）
宝
永
七
年
二
月
廿
九
日
二
丸

三
丸
御
用
（
正
徳
元
年
三
月
晦
日
二
丸
三
丸
広
敷
療
治
）
正
徳
五
年
六
月

廿
五
日
奥
医
師
同
六
年
四
月
三
日
寄
合
二
丸
三
丸
吹
上
御
用
（
享
保

元
年
家
綱
莞
御
に
よ
り
五
月
十
六
日
寄
合
、
九
月
二
十
六
日
よ
り
徳
川
家

継
母
勝
田
氏
月
光
院
殿
御
方
広
敷
に
候
し
、
十
一
月
二
十
六
日
ゆ
る
さ
る
）

延
享
元
年
十
一
月
廿
日
致
仕
宝
暦
六
年
閏
十
一
月
二
日
死
八
拾
七

（
九
十
一
）
才
（
法
名
晦
処
）
同
寺
二
葬
（
妻
小
尾
彦
太
夫
某
女
）

服
拝
領
同
廿
八
日
月
並
之
御
礼
申
上
（
元
禄
五
年
十
一
月
十
三
日
め
さ

れ
て
針
医
と
な
り
）
元
禄
六
年
正
月
廿
六
日
被
召
出
奥
御
医
師
弐
百

俵
同
年
十
二
月
十
一
日
）
加
秩
百
俵
同
七
年
十
二
月
十
四
日
（
九
日
）

法
眼
同
十
年
四
月
三
日
死
六
十
二
才
（
法
名
玄
徳
）
池
之
端
（
下
谷
）

正
慶
寺
二
葬
（
妻
某
氏
女
）

（
み
ち
ふ
る
）

（
玉
寿
）
玉
渕
（
淵
、
母
彦
太
夫
某
女
）

勢
州
（
伊
勢
国
）
郷
士

実
拓
植
八
郎
兵
衛
政
次
二
男
（
母
某
氏
女
）

て
る
ふ
さ
ふ
き
て
る

（
始
照
房
房
照
玉
養
）
玉
渕
轍
翁

■
（
み
ち
す
け
）
玉
連
（
母
辰
紀
女
）

ｌ
道
祐

安
永
三
年
八
月
七
日
（
十
日
）
家
督
小
普
請
天
明
四
年
十
一
月
二
日
死

三
十
四
才
（
法
名
宗
達
）
同
寺
二
葬
（
妻
某
氏
女
）

み
ち
ざ
ね

Ｉ
（
道
真
）

ｒ
ｌ
通
久

（
元
文
五
年
十
二
月
十
一
日
は
じ
め
て
徳
川
吉
宗
に
ま
み
え
た
て
ま
つ

る
。
時
に
十
三
才
）
延
享
元
年
十
一
月
廿
日
家
督
小
普
請
安
永
三
年
八

月
七
日
致
仕
同
八
年
五
月
十
四
日
死
五
十
弍
歳
（
法
名
常
体
）
同
寺
二

葬
（
妻
竹
岡
玄
超
辰
紀
女
、
後
妻
金
森
大
膳
可
郡
女
）

Ｉ
道
弘

天
明
四
年
十
二
月
廿
四
（
六
）
日
家
督
小
普
請
（
時
に
十
六
才
、
妻
美

濃
部
八
十
次
郎
茂
樹
女
）

み
ち
さ
だ

Ｉ
（
道
貞
）

（
女
子
）

（
み
ち
ひ
ろ
）

（
み
ち
ひ
さ
）

玉
春
（
母
某
氏
女
）
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次
に
「
医
家
藩
翰
譜
」
二
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
請
求
番
号
一
五
五
’

一
二
に
所
載
の
「
佐
田
玉
春
道
弘
家
（
分
家
）
系
譜
」
を
紹
介
す
る
。

一
代
玉
縁
よ
り
六
代
道
弘
ま
で
の
名
が
見
え
、
「
官
医
家
譜
」
や
『
諸
家

譜
」
と
比
べ
る
と
系
図
は
な
く
、
内
容
も
簡
単
で
あ
る
が
参
考
に
紹
介

す
る
。高

三
百
俵
佐
田
玉
春
道
弘

佐
田
玉
川
定
重
か
長
男
玉
縁
と
い
ふ
母
ハ
家
女
に
し
て
父
の
業
を
継
ぐ

寛
文
十
一
年
辛
亥
尾
州
（
尾
張
）
光
友
卿
に
め
し
出
さ
れ
御
鍼
医
と
な
り

し
か
同
十
二
年
壬
子
六
月
廿
六
日
死
去
生
年
三
十
三
歳
下
谷
池
の
端
正

慶
寺
に
葬
り
法
名
南
室
玄
涼
蓄
主
と
い
ふ
然
る
に
子
な
く
弟
（
定
之
）
を

し
て
養
子
と
し
佐
田
玉
縁
と
号
し
て
尾
州
家
に
仕
ふ
延
宝
七
年
己
未
十

（
タ
イ
ト
ウ
）

一
月
十
一
日
厳
有
公
（
徳
川
家
綱
）
に
め
し
出
さ
れ
初
て
謁
見

し
年
俸
二
百
俵
を
下
さ
れ
御
医
師
と
な
る
元
禄
六
年
癸
酉
三
月
十
五
日

御
加
増
百
俵
合
せ
て
三
百
俵
を
給
ふ
て
法
眼
に
叙
せ
ら
る
同
十
年
丁
丑

四
月
三
日
に
死
去
正
慶
寺
に
葬
り
て
法
名
養
心
院
法
眼
積
嬰
玄
徳
と
号

み
ち
ふ
る

し
け
る
其
子
佐
田
玉
養
（
道
故
）
ハ
元
禄
八
年
乙
亥
の
秋
七
月
十
五
日
初

（
タ
イ
ト
ウ
）

て
憲
廟
（
常
憲
院
徳
川
綱
吉
）
に
謁
見
し
奉
り
同
十
年
丁
丑
の

七
月
十
日
に
父
法
眼
玉
縁
か
遺
跡
を
継
き
年
俸
三
百
俵
を
相
続
し
玉
渕

と
あ
ら
た
め
奥
御
鍼
医
に
命
せ
ら
れ
し
か
正
徳
二
年
乙
申
の
五
月
十

六
日
寄
合
御
医
師
に
命
せ
ら
れ
そ
の
後
老
を
告
て
延
享
元
年
甲
子
の

み
ち
ひ
さ

冬
十
一
月
廿
日
に
隠
居
し
て
家
督
を
玉
寿
（
通
久
）
に
讓
り
宝
暦
六
年
丙

子
の
冬
閨
十
二
月
二
日
に
死
去
正
慶
寺
に
葬
り
法
名
を
白
茅
院
轍
翁
快

み
ち
す
け

処
と
い
ふ
其
子
佐
田
玉
寿
（
道
祐
）
延
享
元
年
甲
子
の
冬
十
一
月
廿
日
家

督
を
継
き
三
百
俵
を
承
続
し
小
普
請
組
と
な
り
こ
の
玉
春
（
道
弘
）
に
い

粥
ル
マ
わ次

に
紹
介
す
る
本
家
の
「
佐
田
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
』
十
四
に

所
收
さ
れ
、
「
諸
家
譜
」
第
二
十
（
三
八
～
九
頁
）
と
比
べ
る
と
、
母
・
妻
．

兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
が
少
な
い
が
、
初
代
直
昌
’
二
代
直
茂
’

三
代
定
重
の
系
譜
や
、
定
重
の
医
員
の
登
用
の
様
子
が
詳
し
い
。

佐
田
本
家
は
、
初
代
直
昌
・
二
代
直
茂
は
武
士
で
あ
っ
た
が
、
三
代

定
重
は
町
医
師
か
ら
身
を
起
こ
し
幕
府
の
鍼
科
医
員
に
登
用
さ
れ
、
子

孫
も
明
治
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。

源
姓

東
照
宮
（
徳
川
家
康
）
御
代

佐
田

家
紋
蝿
緬
車

高
三
百
俵（

「
」
ナ
イ
ワ
リ
ガ
キ
）

具
平
親
王
十
八
代
「
同
氏
新
右
衛
門
家
譜
二
正
三
位
大
納
言
村
親
三
男

左
中
将
具
忠
と
あ
り
」
北
畠
左
中
将
政
郷
次
男
田
丸
中
将
具
忠
之
男

四
位
小
将

田
丸
中
務
大
輔
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松
平
（
前
田
）
肥
後
守
利
常
家
人
与
成

一
五
左
衛
門
兵
左
衛
門
玉
川

Ｆ
１
霊
載

明
暦
元
年
方
江
戸
二
賃
居
し
医
を
業
と
す
針
術
を
能
す
万
治
二
年

（
ケ
ツ
ジ
）

厳
有
院
殿
（
徳
川
家
綱
）
御
不
例
之
時
玉
川
か
針
術
二
妙
な
る
を

直
昌

天
正
十
年
六
月
二
日
本
能
寺
二
而
信
長
生
害
之
時
東
照
宮
（
徳
川

家
康
）
和
泉
之
堺
方
伊
賀
路
御
帰
国
之
時
御
使
を
賜
之
御
座
下
二
可
奉

属
旨
仰
を
蒙
依
之
直
昌
命
二
従
ひ
し
か
は
御
書
を
賜
る
褒
し
給
ふ
同

十
八
年
秀
吉
公
小
田
原
を
被
攻
付
蒲
生
氏
郷
二
属
し
て
攻
衆
二
加
り

同
年
奥
州
（
陸
奥
国
）
二
一
撲
起
し
時
氏
郷
ヶ
共
二
是
を
討
氏
郷
卒
せ
し

（
「
」
ナ
イ
ワ
リ
ガ
キ
）

後
豊
臣
之
姓
を
賜
「
慶
長
元
年
十
二
月
十
三
日
之
旨
」
従
五
位
侍
従

二
任
し
信
州
（
信
淡
国
）
川
中
島
科
り
後
淡
州
岩
村
之
城
二
住
し
て
土
岐

之
城
を
兼
守
慶
長
五
年
（
石
田
）
三
成
反
逆
之
時
三
成
二
応
せ
し
か
三

成
亡
之
後
伊
賀
路
二
御
忠
節
せ
し
を
被
思
召
助
命
を
蒙
り
勢
州
海
熊
二

而
之
謁
後
堀
秀
政
被
預
越
後
二
閉
居
す
剃
髪
し
て
林
鐘
と
号
す
慶
長

十
四
年
上
総
介
忠
輝
君
直
昌
か
罪
を
乞
賜
二
依
而
被
免
三
月
五
日
忠

輝
君
之
召
有
し
に
同
月
七
日
頓
死
す
其
事
を
は
た
さ
す
六
十
七
才
葬

（
「
｜
ナ
イ
ワ
リ
ガ
キ
）

地
不
知
「
越
後
之
国
高
田
二
兼
而
建
立
し
大
岩
寺
二
同
氏
新
右
衛
門
家

垂
媚
」

Ｉ
（
某
佐
田
分
家
）

Ｉ
（
女
子
）

伊
勢
松
（
左
兵
衛
母
清
左
衛
門
某
女
）

玉
川

（
み
ち
ひ
ろ
）

ｌ
道
毘

始
定
達

延
宝
六
年
七
月
十
二
日
家
督
（
表
針
医
、
時
に
十
五
才
）
同
年
八
月
六

日
剃
髪
（
元
禄
三
年
九
月
十
九
日
さ
き
に
家
業
出
精
す
べ
き
む
れ
仰
下
さ

る
る
の
と
こ
ろ
、
療
治
の
数
少
な
き
こ
と
そ
の
志
し
等
閖
な
り
と
て
、
小
普

請
に
既
さ
る
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
そ
の
後
治
術
よ
る
し
き
聞
え
あ
り
あ

ら
ば
恩
免
あ
る
べ
き
と
の
台
命
を
蒙
る
。
同
七
年
十
一
月
二
十
一
日
表
針

土
屋
但
馬
守
数
直
推
挙
申
す
二
よ
り
家
柄
之
由
を
茂
聞
す
被
令
登
城

十
月
三
日
拝
謁
を
賜
同
四
日
針
術
を
進
む
追
々
御
快
復
有
け
れ
ば
十

一
月
七
日
三
百
俵
之
禄
を
賜
御
三
予
之
間
宿
直
乞
四
十
七
日
（
同
四

年
二
月
二
日
徳
川
家
綱
御
筆
以
一
張
弓
勢
定
天
下
以
三
尺
劒
光
安
国
土
の

二
句
お
よ
び
鶏
の
御
画
二
幅
を
た
ま
う
）
寛
文
五
年
十
二
月
廿
八
日
法

眼
位
に
叔
し
御
側
医
（
奥
医
）
と
成
延
宝
六
年
四
月
廿
八
日
死
六
十
才

（
法
名
宗
川
）
下
谷
広
徳
寺
二
葬
（
妻
牧
野
備
前
守
家
臣
豊
田
清
左
衛
門

某
女
）台

徳
院
殿
（
徳
川
秀
忠
）
御
筆
掛
物
一
幅

厳
有
院
殿
（
徳
川
家
綱
）
御
筆
掛
物
鶏
之
画
御
二
幅
対

同
御
言
掛
物
一
幅
（
以
一
張
弓
勢
定
天
下
以
三
尺
劒
光
安
国
土
の
二

句
）
右
拝
領
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ｌ
（
女
子
）

実
者
佐
田
玉
渕
（
道
故
）
三
男

玉
川
十
之
進
（
母
彦
太
夫
某
女
）

（
辛
訴
坐
菅
し
か
壁
ご
）

Ｉ
政
房

医
に
復
す
）
元
禄
十
一
年
十
一
月
十
八
日
（
十
三
日
）
常
憲
院
殿

（
徳
川
綱
吉
）
御
近
侍
医
（
奥
医
）
同
十
二
年
十
二
月
十
八
日
法
眼
二
叙

（
宝
永
六
年
徳
川
綱
吉
莞
御
に
よ
り
二
月
二
十
一
日
寄
合
）
宝
永
七
年
十

月
十
三
日
死
四
十
七
才
（
法
名
紹
玄
）
同
寺
二
葬
（
妻
丹
羽
長
門
守
家
臣

丹
羽
半
兵
衛
茂
嘉
女
）
常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
御
筆
掛
物
一
幅
拝
領
（
竹

幸
三
）

Ｉ
（
某
）

享
保
九
年
八
（
九
）
月
三
日
急
養
子
家
督
（
時
に
十
六
才
）
同
十
年
三

（
ケ
ッ
ジ
）

月
廿
八
日
惇
信
院
殿
（
徳
川
家
重
、
有
徳
院
徳
川
吉
宗
の
誤
り
か
）

江
初
見
宝
暦
六
年
十
二
月
廿
七
日
奥
医
師
（
同
十
一
年
惇
信
院
殿
徳
川

家
重
）
莞
御
以
後
（
八
月
四
日
）
寄
合
安
永
五
月
四
日
（
竣
明
院
殿
徳
川

家
治
）
日
光
御
社
参
供
奉
天
明
二
年
十
一
月
六
日
死
七
十
（
四
）
才
（
法

（
宝
永
四
年
六
月
十
三
日
徳
川
綱
吉
に
初
見
、
時
に
十
六
才
）
宝
永
七
年

十
二
月
廿
六
日
家
督
寄
合
正
徳
二
年
正
月
廿
九
日
病
免
小
普
請
入
享

保
九
年
六
月
十
四
日
死
（
三
十
三
才
、
法
名
紹
了
）
同
寺
二
葬

（
ケ
ツ
ジ
）

蚕
示
了
）
同
寺
二
葬

ｒ
ｌ
（
女
子
）

玉
伝
熊
吉
（
母
顕
承
女
）

（
あ
り
み
ち
）

ｌ
有
道

寛
政
七
年
十
一
月
廿
九
日
家
督
小
普
請
（
時
に
二
十
二
才
）

Ｉ
（
女
子
）

み
ち
ま
さ

Ｉ
（
道
政
）

Ｉ
（
某
）

玉
番
左
太
郎
（
母
親
政
女
）

（
み
ち
な
お
）

ｌ
道
直

（
宝
暦
九
年
三
月
十
四
日
惇
信
院
殿
徳
川
家
重
に
初
見
）
天
明
二
年
十
二

月
廿
四
日
家
督
小
普
請
寛
政
七
年
十
一
月
廿
九
日
致
仕
（
時
に
五
十

四
才
、
妻
堀
本
一
甫
顕
承
女
）

よ
さ
な
お

Ｉ
（
政
直
）

田
丸
新
右
衛
門
家
譜
を
按
る
ニ
直
茂
子
二
顕
和
と
云
ふ
其
養
子
を

兵
右
衛
門
某
と
云
ふ
者
実
者
同
氏
市
右
衛
門
直
宗
か
弟
也
後
父
子

不
和
二
付
一
子
顕
和
を
残
し
退
去
と
あ
り
其
頃
迄
者
加
州
（
加
賀
国
）

二
有
る
様
二
見
ゆ
此
兵
右
衛
門
某
な
る
者
即
玉
川
定
重
と
見
へ
た

り
併
佐
田
氏
譜
と
世
系
相
違
せ
り
価
伽
録
す

（
妻
親
政
女
、
後
妻
土
岐
重
元
端
山
女
）
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高
三
百
俵
佐
田
玉
伝
有
道

佐
田
家
ハ
村
上
源
氏
に
し
て
本
国
勢
州
（
伊
勢
国
）
新
里
国
司
の
北
畠
家

の
支
流
本
名
田
丸
を
称
す
中
将
具
忠
伊
勢
の
国
田
丸
の
城
主
た
り
し
か

隠
居
し
て
如
麿
と
号
す
其
子
田
丸
中
務
大
輔
直
昌
ハ
天
正
十
壬
午
年
六

（
タ
イ
ト
ウ
）

月
東
照
宮
（
徳
川
家
康
）
伊
賀
路
御
越
の
時
御
使
を
以
て
座
下
に

す
へ
き
旨
仰
下
さ
れ
直
昌
忠
節
を
尽
し
奉
る
北
畠
其
後
相
州
（
相
模
国
）

小
田
原
の
役
に
ハ
蒲
生
右
京
太
夫
氏
郷
に
列
し
奥
州
（
陸
奥
国
）
入
国
の

せ
つ
よ
り
同
国
三
春
田
村
を
直
昌
に
与
ふ
特
に
従
五
位
下
侍
従
に
叙
任

せ
ら
る
後
信
州
（
信
濃
国
）
川
中
島
に
転
し
ま
た
美
濃
岩
村
の
城
に
移
り

け
り
か
つ
土
岐
の
城
を
兼
守
り
慶
長
五
年
庚
子
九
月
関
ヶ
原
の
乱
に
ハ

石
田
治
部
少
輔
に
列
せ
り
石
田
か
党
敗
北
し
て
既
に
静
誰
と
な
る
に
此

時
田
丸
ハ
罪
科
あ
り
と
い
へ
と
も
去
ル
天
正
十
年
伊
賀
路
御
越
の
時
の

忠
義
を
思
し
め
し
出
さ
れ
助
命
し
て
勢
州
（
伊
勢
国
）
朝
熊
に
滴
せ
ら
る

其
後
剃
髪
し
て
名
を
林
鐘
と
あ
ら
た
む
慶
長
十
五
年
庚
戌
上
総
介
忠
輝

（
タ
イ
ト
ウ
）

卿
の
家
臣
山
田
隼
人
を
つ
け
為
い
け
れ
ハ
東
照
宮
（
徳
川
家
康
）

こ
れ
を
許
け
れ
ハ
同
年
三
月
五
日
山
田
隼
人
を
し
て
忠
輝
君
に
直
昌
を

め
し
け
れ
共
同
七
日
頓
死
春
秋
六
十
七
歳
な
り
長
子
田
丸
兵
庫
頭
直
茂

ハ
加
州
（
加
賀
・
前
田
）
利
常
に
招
れ
加
州
（
加
賀
国
）
二
至
り
正
保
四

次
に
『
医
家
藩
翰
譜
」
二
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
一
五
五
’

二
）
に
所
載
の
「
佐
田
玉
伝
有
道
家
」
を
紹
介
す
る
。
「
官
医
家
譜
」

や
『
諸
家
譜
」
に
比
べ
て
直
昌
ｌ
直
茂
ｌ
定
重
の
記
載
が
細
か
く
、
特

に
定
重
が
幕
府
に
登
用
さ
れ
る
ま
で
の
下
り
は
大
変
興
味
深
い
。
た
だ
、

系
図
で
は
な
い
の
で
多
少
見
づ
ら
い
。

年
丁
亥
十
月
六
日
直
茂
七
十
二
歳
に
し
て
死
去
せ
り
法
名
事
山
院
恵
嬰

良
知
と
い
ふ
直
茂
に
男
女
の
子
五
人
あ
り
長
男
田
丸
兵
部
正
長
と
い
ふ

次
ハ
女
子
に
て
安
見
伊
織
に
嫁
し
其
次
ハ
女
子
ハ
今
枝
佐
左
衛
門
に
嫁

し
其
次
ハ
定
重
と
て
兄
正
長
に
離
れ
母
と
共
に
佐
田
郷
右
衛
門
定
次
か

家
二
い
た
る
其
次
ハ
田
丸
織
部
正
長
と
い
ふ
て
兄
兵
部
正
長
か
嗣
と
な

れ
り
直
茂
三
男
定
重
ハ
勢
州
（
伊
勢
国
）
斎
宮
に
生
れ
父
直
茂
越
後
の
国

に
赴
く
の
せ
つ
母
定
重
を
連
れ
同
族
た
る
佐
田
郷
右
衛
門
定
次
に
再
嫁

し
け
れ
ハ
是
よ
り
定
重
佐
田
五
左
衛
門
と
い
ふ
明
暦
元
年
乙
未
の
六
月

廿
八
日
江
戸
に
出
府
し
兵
左
衛
門
と
改
め
け
り
若
年
よ
り
持
病
に
く
る

し
ミ
ミ
づ
か
ら
針
を
採
て
療
治
せ
し
か
い
つ
と
は
な
く
手
に
針
術
の
妙

を
得
た
り
同
年
（
明
暦
元
年
）
丁
丑
の
秋
九
月
八
日
土
屋
民
部
少
輔
利
直

か
す
塾
め
に
従
ひ
剃
髪
し
け
る
時
に
土
屋
利
直
佐
田
玉
川
と
名
を
附
ら

れ
て
此
後
針
術
を
以
て
お
ほ
く
病
者
を
済
ふ
万
治
三
年
庚
子
の
秋
九
月

（
タ
イ
ト
ウ
）

九
日
よ
り
厳
有
公
（
徳
川
家
綱
）
御
不
例
こ
れ
に
依
て
土
屋
但
馬

守
数
直
玉
川
か
針
術
の
妙
た
る
を
台
聴
に
達
し
け
れ
ハ
同
冬
十
月

三
日
玉
川
を
営
中
に
め
し
た
り
玉
川
初
て
登
営
し
巳
の
上
刻
大
奥
御
休

息
間
二
於
て
拝
謁
し
奉
り
翌
四
日
よ
り
鍼
術
を
そ
し
て
療
功
を
は

げ
ミ
ケ
る
程
に
日
々
御
快
然
有
せ
ら
れ
け
り
故
に
御
機
嫌
斜
な
ら
す
同

年
三
月
七
日
年
俸
三
百
俵
を
下
さ
れ
御
鍼
医
た
る
へ
き
旨
を
酒
井
雅
楽

頭
忠
清
伝
へ
ら
れ
た
り
同
十
二
月
五
日
宅
地
を
下
さ
れ
御
側
医
師
に
命

せ
ら
る
柳
営
皿
猿
を
四
十
七
日
同
廿
一
日
小
退
出
す
へ
き
旨
を
久
世
大

和
守
広
之
士
屋
但
馬
守
数
直
伝
へ
ら
れ
け
り
寛
文
五
年
己
巳
十
二
月
廿

八
日
法
眼
に
叙
せ
ら
る
し
か
る
所
二
延
宝
六
年
戊
午
の
春
所
労
同
夏
に

い
た
り
大
術
に
て
四
月
廿
八
日
六
十
才
に
て
死
去
せ
り
下
谷
池
端
法
林
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次
に
紹
介
す
る
「
増
田
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
十
二
に
所
收
さ

れ
、
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
一
（
一
二
○
～
一
頁
）
と
比
較
す

る
と
、
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
載
は
な
い
が
、
附
属
し
た

方
々
の
名
前
は
詳
し
い
。
ま
た
若
干
年
月
日
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。

（
２
）

増
田
家
は
、
『
官
医
家
譜
」
に
和
泉
国
（
大
阪
府
）
忍
海
郡
林
堂
村
に

よ
し
さ
だ

住
む
家
系
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
初
代
良
貞
の
登
用
の
経
緯
は
不
詳
だ

が
、
推
測
す
る
に
町
医
師
か
ら
の
登
用
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
子

孫
は
、
鍼
科
医
員
と
し
て
明
治
ま
で
勤
め
た
。

み
ち

山
正
慶
寺
に
葬
り
法
名
を
玉
峰
宗
川
と
号
す
其
子
佐
田
玉
川
定
達
（
道

ひ
ろ毘

）
ハ
寛
文
四
年
甲
辰
の
夏
閨
五
月
廿
四
日
に
生
れ
童
名
を
田
丸
伊
勢

松
後
に
左
兵
衛
改
む
延
宝
六
年
戊
午
の
秋
七
月
十
二
日
父
玉
川
か
跡
式

を
下
さ
る
旨
久
世
大
和
守
広
之
伝
へ
ら
れ
俸
米
三
百
俵
を
承
続
し
同
年

八
月
六
日
剃
髪
し
て
玉
川
と
改
め
け
る
ハ
元
禄
三
年
庚
午
九
月
十
九
日

家
業
無
精
の
よ
し
に
て
小
普
請
組
に
い
る
同
十
一
年
戊
寅
十
一
月
十
八

日
め
し
出
さ
れ
御
側
医
師
と
な
り
同
十
二
年
己
卯
の
冬
十
二
月
十
八
日

法
眼
に
叙
せ
ら
る
柳
沢
出
羽
守
保
明
こ
れ
を
云
ふ
然
る
に
宝
永
六
年
己

丑
の
正
月
莞
御
に
依
て
同
年
二
月
廿
一
日
一
同
御
免
寄
合
医
師
と

ち
か
ま
さ

な
り
同
七
年
庚
寅
に
死
去
す
と
其
子
佐
田
養
逸
（
親
政
）
同
年
十
二
月
廿

六
日
父
玉
川
遺
跡
三
百
俵
を
承
続
し
小
普
請
組
と
な
る
是
よ
り
相
続
し

て
玉
伝
有
道
に
い
た
る
と
か
ャ

藤
原
姓

増
田
平
氏
安
川

丸
之
内
抱
茗
荷

家
紋
上
り
藤
一
文
字

一
六
葉
菊

高
六
百
石

安
川
修
理
太
夫
某
後
胤
和
州
（
和
泉
国
）
忍
海
郡
林
堂
村
住
人
安
川
弥
次

郎
某
男
九
右
衛
門
良
感
湧

寿
得
初
安
川
瀬
平

（
よ
し
さ
だ
）

良
貞

元
禄
九
（
八
）
年
十
二
月
（
十
一
日
針
治
を
善
す
る
に
よ
り
）
被
召
出
弍

（
タ
イ
ト
ウ
）

百
俵
被
下
（
同
二
十
八
日
徳
川
綱
吉
に
初
見
、
の
ち
）
桂
昌
院
殿

（
玉
、
本
庄
氏
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
側
室
、
徳
川
綱
吉
生
母
）
附
（
同
九

年
十
月
二
十
五
日
廩
米
一
言
俵
下
賜
）
宝
永
元
年
十
二
月
二
日
致
仕
同

七
年
七
月
十
五
日
死
八
十
歳
（
法
名
浄
貞
）
深
川
光
厳
寺
江
葬

打
安
川
瀬
平
（
母
某
氏
）

寿
鍼
法
眼

（
よ
し
と
み
）

ｌ
良
富

元
禄
十
一
（
二
）
年
三
月
十
五
日
（
徳
川
綱
吉
に
）
初
見
宝
永
元
年
十

（
ケ
ッ
ジ
）

二
月
二
日
家
督
寄
合
同
二
年
八
月
十
九
日
西
丸
奥
医
師
随
性

院
殿
（
八
重
姫
、
脱
司
左
大
臣
兼
煕
女
、
徳
川
綱
吉
養
女
、
水
戸
吉
孚
室
）

（
タ
イ
ト
ウ
）

光
現
院
殿
（
松
姫
、
尾
張
綱
誠
女
、
徳
川
綱
吉
養
女
、
前
田
吉
徳

室
）
御
伺
同
三
年
九
月
十
五
日
（
同
四
年
七
月
十
八
日
）
加
秩
弍
百
俵

同
年
十
二
月
十
八
日
法
眼
（
の
ち
本
城
に
候
す
）
同
七
年
七
月
朔
日
加

あ
郡
こ
う
た
か
ざ

秩
弍
百
俵
采
地
二
替
賜
り
実
録
六
百
石
二
成
（
相
模
国
愛
甲
・
高
座
郡

（
ケ
ツ
ジ
）

の
内
）
文
昭
院
殿
（
徳
川
家
宣
）
御
筆
拝
領
正
徳
二
年
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（
寿
春
）
寿
得
（
母
権
兵
衛
某
女
）

（
ゆ
う
で
ん
）

ｌ
雄
伝

宝
永
三
年
十
月
朔
日
（
徳
川
綱
吉
に
）
初
見
（
時
に
十
四
才
）
享
保
四
年

七
月
廿
七
日
家
督
寄
合
享
保
十
三
年
四
月
日
光
御
社
参
供
奉
同
十
四

（
「
」
ナ
イ
ワ
リ
ガ
キ
）
（
タ
イ
ト
ウ
）

年
六
月
十
六
日
御
座
敷
女
中
病
用
「
年
月
日
不
知
」
瑞
春
院

殿
（
お
伝
の
方
、
黒
鍬
小
屋
権
兵
衛
正
元
女
、
徳
川
綱
吉
側
室
）
御
用
西

（
タ
イ
ト
ウ
）

丸
女
中
病
用
井
寿
光
院
殿
（
大
典
侍
局
、
清
閑
寺
煕
房
女
、
徳
川

（
「
」
ナ
イ
ワ
リ
ガ
キ
）
（
タ
イ
ト
ゥ
）

綱
吉
側
室
）
御
伺
二
丸
女
中
病
用
「
年
月
日
不
知
」
小
五
郎

殿
（
一
橋
宗
尹
、
徳
川
吉
宗
子
）
御
庖
瘡
御
酒
湯
御
祝
儀
白
銀
三
枚
拝

領
宝
暦
三
年
八
月
四
日
致
仕
明
和
六
年
十
月
十
八
日
死
七
十
七
歳

（
法
名
帰
信
）
同
寺
二
葬
（
妻
大
久
保
源
右
衛
門
忠
享
女
、
後
妻
堤
丈
右
衛

門
茂
英
女
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）

~「「 （
｜
」
ナ
ィ
ワ
リ
チ
ュ
ゥ
）

「
月
日
不
知
」
奥
御
鍼
医
師
同
六
年
（
徳
川
家
継
莞
御
に
よ
り
）
五
月

（
ケ
ツ
ジ
）

十
一
（
六
）
日
寄
合
天
英
院
殿
（
照
姫
、
近
衛
基
熈
女
、
徳
川
家

（
タ
イ
ト
ウ
）

宣
側
室
）
月
光
院
殿
（
お
喜
世
の
方
、
勝
田
著
邑
女
、
徳
川
家
宣

側
室
、
家
重
・
家
継
生
母
）
御
伺
享
保
四
年
五
月
六
日
死
（
法
名
宗
貞
）

同
寺
二
葬
（
妻
板
倉
備
中
守
家
臣
服
部
権
兵
衛
某
女
）

か
ね
ず
み

Ｉ
（
兼
純
）

へへ

某某
……

ｌ
（
某
）

実
伴
玄
昌
栄
章
男

寿
得
昌
仙
常
助
（
母
伴
道
与
栄
宣
女
）

（
よ
し
か
）

ｌ
良
香

明
和
九
年
七
月
五
日
養
子
家
督
小
普
請
安
永
元
年
十
二
月
廿
一
日
初

見
寛
政
二
年
二
月
十
二
日
御
座
敷
女
中
病
用
同
月
十
九
日
寄
合
同
五

（
ワ
リ
ガ
キ
）
（
ケ
ッ
ジ
）

年
「
月
不
知
」
廿
日
貞
恭
院
殿
（
種
姫
、
田
安
宗
武
女
、
徳
川

家
治
養
女
、
紀
伊
治
宝
室
）
御
守
殿
女
中
病
用
同
九
年
四
月
西
丸
御

（
タ
イ
ト
ウ
）

広
敷
女
中
病
用
同
十
一
年
十
月
十
二
日
淑
姫
君
（
徳
川
家
斉

女
、
清
湛
院
殿
、
一
橋
斉
朝
室
）
御
守
殿
女
中
病
用

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）

寿
慎
平
助
藤
太
郎
（
母
茂
英
女
）

（
よ
し
え
だ
）

ｌ
良
条

宝
暦
二
年
十
二
月
十
二
日
初
見
同
三
年
八
月
四
日
家
督
寄
合
明
和
九

年
四
月
十
一
日
死
四
十
三
歳
（
法
名
了
信
）
同
寺
二
葬

ま
さ
て
る

Ｉ
（
正
章
）

の
ぷ
み
ね

Ｉ
（
信
峯
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）
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ｒ
（
某
）
（
金
之
助
寿
専
）

Ｆ
誰
鉱
坐
ち
て
死
す
）

最
後
に
紹
介
す
る
「
山
崎
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
十
一
に
所
收

さ
れ
、
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
（
一
○
○
頁
）
と
比
較
す
る

と
、
全
体
的
に
は
経
歴
が
洩
れ
て
い
た
り
、
母
・
妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法

つ
ぐ
よ
し

名
等
の
記
事
が
な
い
が
、
五
代
目
次
善
の
経
歴
は
細
か
い
。

（
３
）

山
崎
家
は
、
初
代
宗
円
次
氏
が
薬
部
屋
坊
主
か
ら
鍼
医
に
登
用
さ
れ

つ
ぐ
よ
し

た
り
、
五
代
目
次
善
が
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
針

灸
銅
人
形
の
製
作
に
関
わ
っ
た
な
ど
医
学
史
上
に
興
味
の
あ
る
家
系
で

あ
る
。
系
譜
に
つ
い
て
、
伊
藤
武
雄
「
幕
府
鍼
医
山
崎
氏
代
々
墓
所
記
」

弓
掃
苔
」
四
’
十
一
、
一
九
三
五
年
）
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も

系
譜
を
補
足
し
た
。

（
つ
ぐ
う
じ
）

次
氏

（
タ
ィ
ト
ウ
）

昔
巾

禄
五
申
年

山
崎

家
紋
（
三
蓋
菱
輪
違
）

高
弍
百
俵

先
祖
詳
な
ら
ず

山
崎
宗
円

憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
江
奉
仕
御
薬
部
屋
（
小
納
戸
）
坊
主
元

十
一
月
廿
二
（
三
）
日
（
か
っ
て
鍼
治
を
よ
く
す
る
に
よ
っ
て
、

実
湯
川
寿
三
春
庵
六
子

山
崎
寿
円
鉄
次
郎
（
宗
円
母
木
下
道
円
守
直
女
）

（
つ
ぐ
よ
し
）

１
次
美

寛
保
二
戌
年
十
一
月
（
十
月
）
三
日
急
養
子
家
督
（
二
十
三
日
寄
合
に

（
ケ
ツ
ジ
）

す
す
む
）
宝
暦
九
卯
年
十
二
月
廿
三
日
法
心
院
殿
（
お
こ
ん
の

ｌ
（
女
子
）

（
母
某
氏
女
）

山
崎
宗
悦

（
し
げ
た
ね
）

ｌ
茂
種

元
禄
九
子
年
八
月
三
日
（
徳
川
綱
吉
に
）
初
見
（
時
に
十
三
才
）
同
十
一

申
年
七
月
十
八
日
家
督
享
保
二
酉
年
五
月
五
日
死
（
三
十
四
才
、
法
名

得
生
）
同
寺
二
葬
る
（
妻
黒
田
大
和
守
家
臣
山
口
源
太
夫
某
女
）

（
清
之
丞
母
源
太
夫
某
女
）

山
崎
宗
円

（
つ
ぐ
し
げ
）

１
次
茂

享
保
二
戌
年
八
月
十
三
日
（
三
日
）
家
督
（
時
に
八
才
）
筧
保
二
戌
年

七
月
五
日
死
（
三
十
三
才
、
法
名
了
清
）
同
寺
葬
る
（
妻
多
紀
永
寿
院
元

憲
女
）

班
を
す
す
め
ら
れ
て
）
御
側
御
針
医
弍
百
俵
（
百
俵
同
六
年
十
二
月
十
一

日
百
俵
加
え
ら
れ
て
、
都
て
弍
百
俵
と
な
る
）
同
十
一
寅
年
六
月
廿
六
日

死
（
法
名
勝
界
）
小
石
川
寂
円
寺
二
葬
る
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つ
ぐ
よ
し

（
母
次
美
女
）

山
崎
宗
運
造
酒
之
丞
宗
徳
安
節

（
つ
ぐ
よ
し
）

Ｉ
次
善

天
明
三
卯
年
三
月
廿
七
日
家
督
（
時
に
二
十
六
才
）
寛
政
元
酉
年
三
月

（
ケ
ッ
ジ
）

廿
六
日
安
祥
院
殿
（
在
京
局
、
三
浦
義
周
女
、
徳
川
家
重
側
室
、

清
水
重
好
生
母
）
御
伺
同
年
四
月
三
日
寄
合
同
月
七
日
奥
御
医
師
同
年

（
ケ
ッ
ジ
）

六
月
三
（
十
三
）
日
蓮
光
院
殿
（
お
知
保
の
方
、
津
田
信
之
姉
、

徳
川
家
治
側
室
）
御
附
同
年
十
二
月
精
勤
二
付
二
丸
大
奥
二
而
金
五
十
両

を
給
る
寛
政
二
戌
年
五
月
一
橋
大
納
言
殿
御
所
労
御
快
全
二
付
大
奥
二

（
ケ
ッ
ジ
）

而
銀
十
五
枚
同
年
十
二
月
廿
八
日
蓮
光
院
殿
御
療
用
泊
り
数

九
十
余
相
勤
候
二
付
時
服
二
同
三
亥
年
（
蓮
光
院
逝
去
に
よ
り
）
四
月
廿

（
タ
イ
ト
ウ
）

七
日
小
普
請
入
同
年
四
月
廿
六
日
蓮
光
院
殿
御
療
用
骨
折
二

付
銀
十
五
枚
（
十
月
朔
日
朔
望
佳
節
に
は
登
営
す
べ
き
む
ね
仰
せ
下
さ

る
）
同
四
子
年
六
月
廿
日
御
広
敷
廻
り
同
月
廿
四
日
寄
合
同
年
七
月

（
タ
イ
ト
ウ
）

廿
八
日
孝
順
院
殿
（
徳
川
竹
千
代
、
家
斉
子
）
御
附
奥
御
医
師

同
年
十
月
八
日
医
学
館
（
教
授
）
江
折
々
罷
出
針
術
之
儀
御
医
師
共
相

談
仕
取
立
遺
し
候
様
仰
付
ら
る
同
年
十
一
月
十
五
日
孝
順
院
殿
御
色
一

方
、
太
田
政
資
姉
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
薬
御
用
寄
合
天
明
二
寅
年
三
月

廿
三
（
七
）
日
致
仕
（
五
十
八
歳
。
寛
政
十
二
年
六
月
九
日
死
六
十
八
才
、

つ
ぐ
し
げ

妻
次
茂
女
）

著
述
之
書

一
針
灸
金
鏡
録
三
巻

つ
ぐ
よ
し

Ｉ
（
女
子
次
美
妻
）

（
ケ
ッ
ジ
）

直
御
祝
儀
二
付
熨
斗
目
時
一
重
を
賜
る
同
年
十
二
月
十
三
日

た
だ

御
台
所
（
皇
子
、
広
大
院
、
近
衛
経
熈
養
女
、
島
津
重
豪
女
、
徳
川
家
斉
室
）

御
療
治
同
五
丑
年
（
孝
順
院
逝
去
の
の
ち
）
七
月
十
六
日
御
本
丸
奥
御

医
師
同
年
十
二
月
廿
七
日
医
学
館
相
勤
二
付
銀
十
枚
同
六
寅
年
二
月

十
七
日
御
産
婦
御
針
療
仕
候
二
付
縮
緬
二
巻
を
給
る
同
年
六
月
廿
五

日
先
達
Ⅳ
中
よ
り
詰
切
同
様
精
勤
二
付
思
召
を
以
御
紋
付
縮
御
帷
子

（
ケ
ツ
ジ
）

を
賜
る
同
七
卯
年
三
月
五
日
小
金
御
鹿
狩
供
付
同
年
十
一
月

御
台
所
御
懐
胎
二
付
妊
婦
や
し
な
ひ
弓
（
歌
）
百
巻
を
撰
奉
献
同
年
十

二
月
十
七
日
法
眼
同
八
辰
年
（
三
月
二
十
八
日
）
御
産
御
療
治
差
上
候

（
ケ
ッ
ジ
）

こ
よ
り
金
壱
枚
御
台
所
方
縮
緬
三
同
四
月
十
一
日
御
枕
直
し

御
祝
儀
之
節
魚
脇
牡
丹
御
紋
付
黒
縮
緬
御
召
御
小
袖
拝
領
同
九
丑
年

（
ケ
ッ
ジ
）

四
月
八
日
敬
之
助
君
（
徳
川
家
斉
男
、
尾
張
敬
之
助
）
御
病
中
骨

（
タ
イ
ト
ウ
）

折
二
付
銀
十
枚
同
年
十
二
月
七
日
御
台
所
よ
り
金
七
枚
同
十

（
タ
イ
ト
ウ
）

二
月
廿
九
日
御
台
所
御
全
快
二
付
御
本
丸
方
白
銀
廿
枚

（
タ
イ
ト
ウ
）

大
納
言
殿
方
同
十
枚
同
十
午
年
三
月
朔
日
同
断
御
用
褒
金
壱

枚
御
台
所
よ
り
銀
十
五
枚
八
丈
島
壱
反
同
年
四
月
十
八
日

（
タ
イ
ト
ウ
）

豊
三
郎
君
（
家
斉
男
）
御
全
快
銀
三
枚
同
年
十
二
月
朔
日
沈
氏

（
タ
イ
ト
ウ
）

釈
骨
一
巻
献
上
同
十
二
月
十
五
日
御
台
所
御
全
快
銀
十
枚
同

月
大
納
言
殿
江
御
針
療
銀
十
枚
同
十
一
未
年
十
二
月
廿
三
日
同
断

銀
十
五
枚
を
賜
ふ
（
天
保
五
年
十
二
月
四
日
死
七
十
五
才
、
妻
勝
次
郎
右

衛
門
正
扶
養
女
）
高
弍
百
俵

実
多
紀
永
寿
院
（
元
恵
）
四
男

山
崎
宗
徳
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も
と
か
た

ｒ
ｌ
某
（
元
方
）

（
宗
安
力
）

Ｉ
（
埼
）

（
西
城
奥
医
見
習
、
文
政
七
年
十
一
月
二
十
六
日
大
納
言
殿
徳
川
家
慶
附

奥
医
、
年
月
不
明
西
城
奥
医
、
同
十
一
年
十
二
月
十
六
日
法
眼
、
明
治
七
年

七
月
死
）

Ｉ
（
某
）

’
（
男
吉
田
氏
）

Ｉ
（
女
子
）

１
（
男
深
津
氏
）

Ｆ
（
女
子
）

ｒ
‐
（
針
之
進
）

寛
政
十
午
年
六
月
十
三
日
初
見
（
十
七
歳
、
同
十
二
年
医
学
館
鍼
学
講

義
、
文
化
十
年
奥
医
、
文
政
二
年
法
眼
、
天
保
十
二
年
七
月
九
日
死
七
十
一

才
、
妻
山
本
宗
英
惟
直
女
）

参
考
文
献
・
注

（
１
）
佐
田
本
家
定
重
に
つ
い
て
は
、
小
川
春
興
『
本
朝
鍼
灸
医
人
伝
」

み
ち
ひ
ろ

（
四
五
頁
、
半
田
屋
、
一
九
三
三
年
）
、
そ
の
子
道
毘
（
四
六
頁
）

を
紹
介
し
て
い
る
。

ふ
さ
て
る
み
ち
ふ
る

佐
田
家
分
家
三
代
目
玉
淵
房
照
（
道
故
）
の
著
述
に
『
鍼
灸
枢
要
」

（
写
本
、
「
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
別
、
一
七
五
～
二
七
七
頁
、
オ

リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
○
年
）
が
あ
る
。

（
２
）
増
田
氏
に
つ
い
て
は
、
小
川
前
掲
書
で
は
良
貞
（
五
四
頁
）
・
良
富

（
五
七
頁
）
・
雄
伝
（
五
八
頁
）
・
良
条
（
五
八
頁
）
・
良
香
（
五
九

頁
）
・
正
定
（
六
三
頁
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

し
げ
た
れ

（
３
）
山
崎
氏
に
つ
い
て
は
、
小
川
前
掲
害
で
は
次
氏
（
六
七
頁
）
・
茂
種

つ
ぐ
し
げ
つ
ぐ
よ
し
つ
ぐ
よ
し

（
六
八
頁
）
・
次
茂
（
六
八
頁
）
・
次
美
（
六
八
頁
）
・
次
善
（
六
九

頁
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
伊
藤
武
雄
「
幕
府
鍼

医
山
崎
氏
代
々
墓
所
記
」
（
「
掃
苔
」
四
’
十
一
、
一
九
三
五
年
）
、

小
曽
戸
洋
「
東
博
銅
人
形
の
製
作
者
お
よ
び
年
代
に
つ
い
て
ｌ
幕

府
医
官
山
崎
氏
の
事
跡
ｌ
」
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
五
’
三
、

一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

ち
な
み
に
針
灸
銅
人
形
・
「
銅
人
臘
穴
針
灸
図
経
」
に
つ
い
て
は
、

矢
数
道
明
「
国
立
博
物
館
の
銅
人
形
に
つ
い
て
」
言
医
道
の
日
本
一

一
九
七
二
年
四
月
号
）
、
干
阿
「
未
「
新
鋳
鋼
人
楡
穴
針
灸
図
経
」

残
石
的
発
現
」
書
考
古
』
一
九
七
二
年
第
六
号
）
、
「
新
注
銅
人
楡

穴
針
灸
図
経
』
（
績
文
堂
、
一
九
七
四
年
）
、
『
銅
人
臘
穴
針
灸
図
経
』

（
『
鍼
灸
医
学
典
籍
大
系
』
九
、
出
版
科
学
総
合
研
究
所
、
一
九
七

五
年
）
、
『
中
国
伝
来
東
京
国
立
博
物
館
蔵
鍼
灸
経
穴
銅
人
形

（
掛
図
二
（
医
道
の
日
本
社
、
一
九
七
七
年
）
、
丸
山
敏
秋
「
針
灸

古
典
入
門
銅
人
楡
穴
針
灸
図
経
」
（
「
現
代
東
洋
医
学
」
五
’
二
、

(127）625



つ
ぐ
よ
し

ま
た
、
次
美
の
著
述
『
針
灸
金
鏡
録
」
三
巻
は
、
『
補
訂
版
国
書

総
目
録
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
）
で
調
べ
る
と
現
存
し
て
い
な
い
。

（
群
馬
県
立
盲
学
校
）

漢
方
史
料
館
元
版
七

一
’
九
、
一
九
九
四
年
）

一
九
八
四
年
、
の
ち
『
針
灸
古
典
入
門
』
、
一
五
九
～
一
七
○
頁
、

恩
文
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
に
所
収
）
、
小
曽
戸
洋
「
目
で
見
る
漢

方
史
料
館
ｌ
針
灸
銅
人
形
と
『
銅
人
臓
穴
針
灸
図
経
』
残
石
ｌ
」

（
「
漢
方
の
臨
床
」
三
五
’
九
、
一
九
八
八
年
）
、
同
「
目
で
見
る

漢
方
史
料
館
元
版
・
銅
人
臓
穴
灸
図
経
」
二
漢
方
の
臨
床
』
四

が
あ
る
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